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［要約］

2ーペンチルアントラキノンについて、細菌を用いる復帰突然変異試験を実施し、陽性

の結果を得た。

検定菌として、 Salmonellatyphimurium TA 100、TA1535、TA98、TA1537および

Escherichia coli WP2 uvrAの 5菌株を用い、プレインキュベーション法により、 S9mix 

無添加および添加条件で試験を行った。

用量設定試験を 50.0、150、500、1500および 5000μg/plateの 5段階の用量を設定して

行ったところ、 S9mix無添加および添加条件とも、用いたいずれの検定菌においても生

育阻害は認められなかった。なお、 TA1537の S9mix添加条件において、 150および 500

μg/plateの用星で復帰変異コロニー数の増加傾向が認められた。

これらの結果に基づき、最高用彙を 5000μg/plateとして、 TA1537の S9mix添加条件

においては公比 2で 7用量 (78.1~5000μg/plate) を、 TA1537の S9mix無添加条件およ

びそれ以外の検定菌では公比 2で 5用量 (313~5000μg/plate) を設定して本試験 Iおよ

び本試験nを行った。その結果、 TA1537の S9mix添加条件において、本試験 Iではす

べての用量で、本試験nでは 78.1、156、313および 625μg/plateの用量で陰性対照値の

2倍以上となる復帰変異コロニー数の増加が認められ、その増加には再現性および用量

依存性が認められた。 TA1537の S9mix無添加条件および TA1537以外の検定菌におい

ては、陰性対照値の 2倍以上となる復帰変異コロニー数の増加は認められなかった。

以上の結果から、 2ーペンチルアントラキノンは、用いた試験系において変異原性を有

するもの（陽性）と判定した。
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［試験目的］

既存化学物質安全性点検に係る毒性調査事業の一環として、 2ーペンチルアントラキノ

ンについて、細菌を用いる復帰突然変異試験をプレインキュベーション法 1) により実施

した。

この試験は、 「新規化学物質等に係る試験の方法について」 （昭和 62年 3月 31日、

環保業第 237号、薬発第 306号、 62基局第 303号、一部改正平成 9年 10月 31日、環保

安第 287号、衛生第 127号、平成 09• 10 • 31基局第 2号）および「OECD化学物質試験

法ガイドライン 471／細菌を用いる復帰突然変異試験」 (1997年 7月 21日採択）に基づ

き、 「化学物質 GLP」 （平成 12年 3月 1日改正、環保安第 41号、生衛発第 268号、平

成 12• 02 • 14基局第 1号）を遵守して実施した。
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［材料および方法］

1.被験物質

被験物質である 2ーペンチルアントラキノン［略号： PAQ、英名： 2-pentylanthraquinone、

ロット番号： 01-13001-50、製造： は淡黄色固化固体であり、

から提供を受けた。被験物質の物理化学的性状等を Appendix1に示す。

被験物質は、使用時まで密閉容器に入れ、冷蔵（実測値： 2～8℃)で保管した。

被験物質提供者において、実験終了後に返却した被験物質の品質試験を非 GLP下で

実施した結果、被験物質は実験期間中安定であったことが確認された (Appendix2)。

なお、被験物質に関する資料（非 GLPデータ）は、被験物質提供者の責任に基づき確認、

提供された資料であることから、試験結果の信頼性を損なうものではないと判断した。

2.陽性対照物質

用いた陽性対照物質および調製法は以下のとおりである。

各検定菌に用いた陽性対照物質は、当研究所で十分な蓄積データが得られている物質

および用量とし、それぞれを結果の各 Table中に示した。

名称 略称 製造者 ロット番号（購入日） 純度

2ー(2-7リiv)-3-(5ー：：：トn_ AF2 和光純薬工業（株） CKQ1402 99.0% 

2-7リル）アクリルアミド (2001年 9月 13日）

アヅ化ナトリウム SA 和光純薬工業株 ELE2329 99.2% 

(2001年 5月 15日）

9ーアミ）アクリシ‘ン 9AA Sigma Chem. Co. 106F06681 97％以上

(2001年 5月 15日）

2ーアミ）アントラセン 2AA 和光純薬工業隊 DWK5667 97.4% 

(2001年 9月 13日）

AF2、9AAおよび 2AAはジメチルスルホキシド (DMSO、和光純薬工業昧、ロット番

号： PKJ4820)に、 SAは日局注射用水（閥大塚製薬工場、製造番号： K2H76)に溶解し、

所定の濃度に調製した後、冷凍保存（設定温度：ー20℃)し、調製後 6か月以内のものを

用時に解凍して用いた。

3.検定菌

「新規化学物質等に係る試験の方法について」に従い、試験には、ネズミチフス菌

(Salmonella typhimurium) TA I 00、TA1535、TA98、TA1537および大腸菌 (Escherichiacoli) 
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WP2 uvrAを用いた。

S. typhimuriumの 4菌株は 1997年 8月 7日に、 E.coli WP2 uvr A株は 1997年 4月 9日

、し す れ も 日 本 バ イ オ アッセイ研究センターの一より分与された。

S. typhimuriumの 4菌株を用いる試験は、ヒスチジン要求性から非要求性への復帰突然変

異 2) 、E.coli WP2 uvr A株を用いる試験は、トリプトファン要求性から非要求性への復帰

突然変異 3) を指標とした変異原性の検出系である。

検定菌は凍結保存（設定温度：ー80℃)したものを用いた。各菌株の凍結保存菌の調製

時に、アミノ酸要求性、 UV感受性、膜変異 (rfa)、アンピシリン耐性因子pKMIOl（プ

ラスミド）の有無および陰性対照と陽性対照の変異コロニー数について調べ、特性が維

持されていることを確認した。

試験に際して、ニュートリエントブロス No.2 (Oxoid Ltd.) を入れた L字型試験管に

解凍した菌液を 12μL (TAIOO、TA1535および TA98) あるいは 6μL (TA1537および

WP2 uvrA)加え、 37℃で 10時間往復振とう培養したものを試験菌液とした。試験菌液

は、分光光度計（隊島津製作所、型式： UV-120-02) により 660nmの吸光度を測定し、

測定値が 2002年度の背景データの平均値の 90％以上であることを確認した。試験に用

いた検定菌の生菌数を段階希釈法により求め、 Appendix3に示した。

4.試験材料

l) 合成培地

培地は、極東製薬工業昧製の最少グルコース寒天培地（ロット番号： DZA4A001、

2003年 10月 24日製造）を用いた。なお、培地 1Lあたりの組成は以下のとおりで、

径 90mmのシャーレ 1枚あたり 30mLを流して固めたものである。

硫酸マグネシウム・七水和物 0.2 g 

クエン酸・一水和物 2 g 

リン酸水素ニカリウム 10 g 

リン酸ーアンモニウム 1.92 g 

水酸化ナトリウム 0.66 g 

グルコース 20 g 

大洋寒天（清水食品隊） 15 g 
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2) トップアガー

以下の水溶液 (A) に (B) または (C) を容贔比 10:1の割合で混合した。

(A) バクトアガー (DifeoLab.) 0.6 w/v% 

塩化ナトリウム

(B) Salmonella typhimurium用

Lーヒスチジン

Dービオチン

(C) Escherichia coli用

L—トリプトファン

0.5 w/v% 

0.5 mmol/L 

0.5 mmol/L 

0.5 mmol/L 

3)肝臓エキス (S9)

キッコーマン隊で製造したもの（ロット番号： RAA-494、2003年 12月 12日製造）

を購入して用いた。

①動物

②誘導方法

③S9調製

④保存条件

Sprague-Dawley系ラット、雄： 7週齢

フェノバルビタール (PB) および 5,6-ベンゾフラボン (BF) を、

1日目 PB30 mg/kg、 2日目 PB60 mg/kg、 3日目 PB60 mg/kgおよ

び BF80 mg/kg、 4日目 PB60 mg/kg腹腔内投与した。

5日目に致死させて摘出した肝臓を生理食塩液で灌流したのち、 3

倍量の 0.15mol/L塩化カリウム溶液を加えてホモジナイズし、

9000Xgで 10分間遠沈して得た上消画分。

ディープフリーザー（設定温度：ー80℃)で保存した。製造後 6か

月以内に使用した。

4) S9 mixの組成および調製

S9 mix 1 mLあたりの組成は以下のとおりで、用時氷冷下で混合して調製した。

成 分

S9 
0.2 mol/Lナトリウム』ン酸緩衝液(pH7.4) 

Cofactor* 

［こ］；：A-リン酸

0.4 mol/L塩化マク` ネシ松溶液

S9 mix I mL中の量

0.1 mL 
0.5 mL 
0.38 mL 

調製濃度

0.02 mL 

10 vol% 
100 μmol/mL 

33 μmol/mL 
5 μmol/mL 
4 μmol/mL 
4 μmol/mL 
8 μmol/mL 

*: Cofactorは、上記の成分を混合して調製した後、凍結保存（設定温度：ー80℃)

し、調製後 6か月以内に用時解凍して試験に用いた。
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5. 被験物質調製液の調製

被験物質は 50.0mg/mLの濃度で水に不溶であるが DMSOには溶解することから、試

験に際しては被験物質を DMSO（和光純薬工業條、ロット番号： PKJ4820) に超音波処

理により溶解して最高用量の調製液 (50.0mg/mL) を調製し、以下同溶媒で順次希釈し

て速やかに試験に用いた。調製濃度を以下に示す。

用量設定試験： 0.500、1.50、5.00、15.0、50.0mg/mL 

本試験： 0.781、1.56、3.13、6.25、12.5、25.0、50.0mg/mL 

なお、被験物質調製液の調製時に、発熱、発泡および変色は認められなかった。

6.試験操作

l)試験操作

試験は、プレインキュベーション法により、被験物質をそのまま検定菌に作用させる

S9 mix無添加条件および哺乳動物（ラット）のもつ薬物代謝酵素によって産生される被

験物質の代謝物の変異原性を試験する S9mix添加条件で行った。

小試験管中に被験物質調製液 0.1mL、S9mix無添加条件では 0.1mol/Lナトリウムーリ

ン酸緩衝液(pH7.4) 0.5 mL、S9mix添加条件では S9mix 0.5 mL、試験菌液 0.1mLを混

合し、 37℃で 20分間プレインキュベーションしたのち、トップアガー2mLを加えて混

和し、合成培地平板上に流して固めた。また、被験物質調製液の代わりに使用溶媒 0.1mL 

または陽性対照物質溶液を加えて、それぞれ陰性対照および陽性対照とした。陰性およ

び陽性対照の結果については、同時に実施した他試験と共通に用いた。

培養は 37℃で 48時間行い、発生した復帰変異コロニー数を、コロニーアナライザー

（システムサイエンス隊、 CA-11) または目視により算定した。被験物質に由来する沈

澱の有無は、目視により観察した。また、生育阻害の有無については、目視あるいは実

体顕微鏡下で、寒天表面の菌叢の状態から判断した。用いた平板は用董設定試験におい

ては、陰性および陽性対照では 3枚ずつ、各用量については 1枚ずつとした。また、本

試験においては、両対照および各用量につき 3枚ずつを用い、それぞれの平均値と標準

偏差を求めた。陰性および陽性対照の復帰変異コロニー数の平均値を、それぞれ陰性対

照値および陽性対照値とした。

上記の方法により、用量設定試験は 1回、本試験は 2回実施し、結果の再現性を確認

した。
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2)試験用量

用量設定試験においては、 「新規化学物質等に係る試験の方法について」に従い、最

高用量を 5000μg/plateとし、 50.0、150、500、1500および 5000μg/plateの 5段階の用景

を設定した。

本試験においては、用量設定試験で生育阻害が認められなかったことから、最高用星

をすべての検定菌について 5000μg/plateとした。なお、 TA1537の S9mix添加条件にお

いては 78.1、156、313、625、1250、2500および 5000μg/plateの 7用量を設定し、 TA1537

の S9mix無添加条件および TA1537以外の検定菌では 313、625、1250、2500および 5000

μg/plateの 5段階の用量を設定した。

3) 無菌試験

最高用盤の被験物質調製液 0.1mLおよび S9mix 0.5 mLを、それぞれ合成培地平板上

に滴下して、培養終了時に雑菌の混入の有無を調べた。

4) 識別法

平板側面に識別番号を記載した。 S9mix無添加条件は黒、 S9mix添加条件は赤の色で

識別した。菌の識別は、 TAlOOは0、TA1535は 5、TA98は9、TA1537は 7、WP2uvrA 

は W とした。用量の識別は、菌の識別番号の右に用量の低いものから 1、2、3、 ・・・

と記入した。陰性対照および陽性対照は、菌の識別番号の左に各々0および Pと記入し

て識別した。

7. 判定

用いた 5種の検定菌のうち、 1種以上の検定菌の S9mix無添加条件あるいは S9mix 

添加条件において、被験物質を含有する平板上における復帰変異コロニー数の平均値が、

陰性対照値のそれに比べて 2倍以上に増加し、その増加に再現性および用量依存性が認

められた場合に、本試験系において変異原性を有する（陽性）と判定することとした。
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［予見することができなかった試験の信頼性に影響を及ぼす疑いのある事態

及び試験計画書に従わなかったこと］

本試験期間中に、 「予見することができなかった試験の信頼性に影響を及ぼす疑いの

ある事態及び試験計画書に従わなかったこと」はなかった。
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［結果および考察］

1.用量設定試験

最高用量を 5000μg/plateとし、 50.0、150、500、1500および 5000μg/plateの 5段階の

用量を設定して用量設定試験を行った (Table1)。その結果、 S9mix無添加および添加

条件ともに、用いたいずれの検定菌においても生育阻害は認められなかった。被験物質

に由来する沈澱は、 S9mix無添加および添加条件ともに 150μg/plate以上の用量で認め

られた。なお、 TA1537の S9mix添加条件において、 150および 500μg/plateの用量で復

帰変異コロニー数の増加傾向が認められた。

以上の結果から、本試験における最高用量をすべての検定菌で 5000μg/plateとした。

2.本試験

上記の最高用彙に基づき、S9mix添加条件において、TA1537では公比 2で 7用量(78.1

~5000 μg/plate) を設定し、 TA1537の S9mix無添加条件およびそれ以外の検定菌では

公比 2で 5用量 (313~5000μg/plate) を設定して 2回の本試験（本試験 Iおよび本試験

Il) を行った (Table2, 3、Figure1, 2) 。その結果、 S9mix無添加および添加条件とも

に、用いたいずれの検定薗においても生育阻害は認められなかった。被験物質に由来す

る沈殿は、 S9mix無添加条件では 313 μg/plate以上の用量で、 S9mix添加条件では 156

μg/plate以上の用量で認められた。

復帰変異コロニー数は、 TA1537の S9mix添加条件において、本試験 Iではすべての

用量で、本試験Ilでは 78.1~625μg/plateの用量範囲で陰性対照値の 2倍以上となる増加

が認められ、その増加には再現性が認められ、 156μg/plate以下では用量依存性がみられ

た。 TA1537の S9mix無添加条件および TA1537以外の検定菌においては、陰性対照値

の 2倍以上となる復帰変異コロニー数の増加は認められなかった。

なお、陰性対照値の 2倍以上となった用量について、復帰変異コロニー数の平均値か

ら陰性対照値を差し引いた値を、用量で除して求めた比活性値（誘発復帰変異コロニー

数／mg)を Appendix4に示す。

最大比活性は 422.5(TA1537、S9mix添加条件、本試験 I、78.1μg/plate) で、同条件

の陽性対照値の比活性の約 240分の 1であった。
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すべての試験において、最高用量の被験物質調製液および S9mixへの雑菌の混入は認

められなかった。また、いずれの検定菌においても陽性対照物質の変異原性が検出され、

陰性対照値および陽性対照値は、ともに背景データ (Appendix5) の変動範囲内（平均

値土3X標準偏差）であったことから、本試験系の有効性が確認された。

2ーペンチルアントラキノンについては、化学物質等安全データシート（山本化成株式

会社提供資料）において TA98および TAl538を用いた復帰突然変異試験で陽性と記載

されており、当研究所で実施したチャイニーズ・ハムスター培養細胞を用いる染色体異

常試験でも陽性の 4)結果が得られている。また、関連物質である Anthraceneについては、

復帰突然変異試験では陰性、染色体異常試験では代謝活性化法で陽性の 5,6.” 結果が報告

されている。 Anthraquinoneについては復帰突然変異試験で弱いながらも陽性の結果が報

告されている 8)。2-Ethylanthraquinoneについては復帰突然変異試験では陰性、染色体異

常試験では陽性の結果が報告されている 9)。2-Aminoanthraquinoneについては染色体異

常試験で陽性の結果が報告されている 10) 0 

以上の結果に基づき、 2-ペンチルアントラキノンは、用いた試験系において変異原性

を有するもの（陽性）と判定した。
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Table 1 Cytotoxicity of 2-pentylanthraquinone in bacteria 

With(+)or Test substance Number of revertants (number of colonies / plate, Mean土S.D)

without(-) dose Base -pair substitution type 

S9mix (μg/ plate) TAlOO TA1535 WP2uvrA TA98 

゜
94 114 106 12 ， 11 22 25 20 21 23 

(105土 10) （ II土 2) （ 22士 3) （ 24土

50.0 115 12 22 21 

S9mix 150 t 126 7 22 27 

(-) 500 t 104 12 19 19 

1500 t 104 5 16 18 

5000 t 111 7 24 25 

゜
142 132 141 11 5 ， 20 23 26 32 21 

(138士 6) （ 8士 3) （ 23士 3) （ 27土

50.0 167 ， 26 35 

S9mix 150 t 158 13 27 26 

（＋） 500 t 135 11 26 44 

1500 t 114 10 23 34 

5000 t 114 10 24 29 

Positive Chemical AF2 SA AF2 AF2 

control Dose (μg /plate) 0.01 0.5 0.01 0.1 

S9mix(-) Number of 504 497 519 570 633 588 164 158 154 430 449 

colonies / plate (507士 11) (597土 32) (159土 5) (458士

Positive Chemical 2AA 2AA 2AA 2AA 

control Dose (μg /plate) 1 2 10 0.5 

S9 mix(+) Number of 714 701 720 309 341 291 972 957 892 407 398 

colonies / plate (712士 10) (314士 25) (940士 43) (409土

Negative control, Dimethyl sulfoxide 

The purity of the test substance was 98.6%. 

This substance contained 0.5% anthraquinone and 0.9% unspecified as impurities. 

AF2,2ー(2-Furyl)-3ー(5-nitro-2-furyl)a切 larnide;SA, Sodium azide; 9AA, 9-Aminoacridine; 2AA, 2-Aminoanthracene 

t, Precipitate was observed on the surface of agar plates. 
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Frameshift type 

TA1537 

27 13 12 ， 
3) （ ll士 2) 

11 

4 

8 

13 

10 

27 11 14 15 

6) （ 13士 2) 

21 

46 

45 

21 

22 

9AA 

80 

496 291 357 506 

34) (385土 110)

2AA 

2 

422 227 235 227 

12) (230士 5) 



Table 2 Mutagenicity of 2-pentylanthraquinone in bacteria(I) 

With(+)or Test substance Number ofrevertants (number of colonies/ plate, Mean士S.D)

without(-) dose Base -pair substitution type 

S9mix (μg/ plate) TAlOO TA1535 WP2uvrA TA98 

゜
130 126 137 13 19 18 23 18 26 14 18 

(131士 6) （ 17士 3) （ 22士 4) （ 18士

313 t 113 101 112 17 14 15 23 28 22 19 18 

(109士 7) （ 15士 2) （ 24士 3) （ 19士

S9mix 625 t 149 127 146 16 11 17 31 21 20 15 18 

(141士 12) （ 15士 3) （ 24士 6) （ 16土

(-) 1250 t 108 106 146 13 17 16 28 25 23 13 11 

(120士 23) （ 15士 2) （ 25土 3) （ 12士

2500 t 97 115 116 13 15 16 25 26 23 19 16 

(109土 11) （ 15土 2) （ 25士 2) （ 15土

5000 t 114 139 128 13 12 15 21 15 25 19 20 

(127土 13) （ 13土 2) （ 20士 5) （ 18士

゜
157 115 130 18 16 ， 17 21 26 24 26 

(134士 21) （ 14士 5) （ 21土 5) （ 24士

78.1 NT NT NT NT 

156 t NT NT NT NT 

S9mix 313 t 162 176 136 8 6 10 23 32 28 33 28 

(158土 20) （ 8土 2) （ 28士 5) （ 25士

（＋） 625 t 163 153 152 6 7 11 26 24 28 23 28 

(156士 6) （ 8士 3) （ 26士 2) （ 29士

1250 t 126 121 132 12 10 17 19 28 26 16 27 

(126土 6) （ 13士 4) （ 24士 5) （ 19士

2500 t 103 130 123 13 7 6 30 34 24 20 26 

(119士 14) （ 9士 4) （ 29士 5) （ 25士

5000 t 115 116 139 8 13 13 23 33 24 21 25 

(123士 14) （ 11士 3) （ 27士 6) （ 21士

Positive Chemical AF2 SA AF2 AF2 

control Dose (μg / plate) 0. 0 1 0.5 0.01 0.1 

S9mix(-) Number of 467 487 492 575 526 564 155 186 166 512 495 

colonies / plate (482土 13) (555土 26) (169士 16) (519士

Positive Chemical 2AA 2AA 2AA 2AA 

control Dose (μg / plate) 1 2 10 0.5 

S9 mix(+) Number of 712 705 773 363 333 357 979 990 970 398 398 

colonies / plate (730土 37) (351士 16) (980士 10) (377士

Negative control, Dimethyl sulfoxide 

The purity of the test substance was 98.6%. 

This substance contained 0.5% anthraquinone and 0.9% unspecified as impurities. 

AF2, 2-(2-Furyl)-3-(5-nitro-2-furyl)acrylamide; SA, Sodium azide; 9AA, 9-Aminoacridine; 2AA, 2-Aminoanthracene 

t, Precipitate was observed on the sutface of agar plates. 

NT, Not tested 
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Frameshift type 

TA1537 

21 6 7 8 

4) （ 7士 1) 

19 ， 12 4 

1) （ 8士 4) 

15 10 ， 6 

2) （ 8士 2) 

12 6 7 ， 
1) （ 7士 2) 

11 4 5 4 

4) （ 4土 1) 

16 8 ， 6 

2) （ 8士 2) 

22 8 10 16 

2) （ 11土 4) 

45 48 39 

（ 44士 5) 

45 55 60 

（ 53士 8) 

15 36 49 50 

9) （ 45土 8) 

37 26 46 50 

7) （ 41士 13) 

14 42 32 33 

7) （ 36土 6) 

29 27 30 30 

5) （ 29士 2) 

17 28 20 26 

4) （ 25士 4) 

9AA 

80 

550 306 209 367 

28) (294士 80) 

2AA 

2 

334 212 211 228 

37) (217士 10) 



Table 3 Mutagenicity of 2-pentylanthraquinone in bacteria (II) 

With(+)or Test substance Number of revertants (number of colonies / plate, Mean土S.D)

without(-) dose Base -pair substitution type 

S9mix (μg/ plate) TAlOO TA1535 WP2 uvrA TA98 

゜
115 122 117 6 12 6 22 16 18 26 14 

(118士 4) （ 8土 3) （ 19土 3) （ 21土

313 t 133 129 136 7 8 8 19 18 17 20 15 

(133土 4) （ 8士 1) （ 18士 1) （ 18士

S9mix 625 t 122 127 107 6 5 10 24 16 27 23 21 

(119士 10) （ 7土 3) （ 22士 6) （ 22士

(-) 1250 ↑ 110 134 113 ， 5 10 17 16 20 23 23 

(119土 13) （ 8士 3) （ 18士 2) （ 22土

2500 t 142 127 149 7 8 11 24 20 22 16 19 

(139士 11) （ 9士 2) （ 22士 2) （ 17士

5000 t 118 137 130 11 11 ， 24 13 20 23 26 

(128士 10) （ 10士 1) （ 19土 6) （ 22士

゜
132 149 110 5 11 7 30 25 26 36 34 

(130士 20) （ 8士 3) （ 27士 3) （ 33士

78.1 NT NT NT NT 

156 t NT NT NT NT 

S9mix 313 t 190 187 160 8 7 11 29 34 29 27 25 

(179士 17) （ 9土 2) （ 31土 3) （ 26士

（＋） 625 t 170 164 123 11 7 5 20 24 23 28 23 

(152士 26) （ 8土 3) （ 22土 2) （ 23土

1250 t 142 139 131 4 ， 8 21 31 21 28 22 

(137士 6) （ 7土 3) （ 24士 6) （ 28士

2500 t 120 125 127 ， 7 6 23 24 20 19 27 

(124土 4) （ 7土 2) （ 22士 2) （ 23士

5000 t 140 133 145 6 18 5 23 18 19 26 25 

(139士 6) （ 10士 7) （ 20士 3) （ 23土

Positive Chemical AF2 SA AF2 AF2 

control Dose (μg /plate) 0.01 0.5 0.01 0.1 

S9mix(-) Number of 479 473 500 555 599 602 164 136 128 529 543 

colonies / plate (484土 14) (585士 26) (143士 19) (518士

Positive Chemical 2AA 2AA 2AA 2AA 

control Dose (μg /plate) 1 2 10 0.5 

S9mix(+) Number of 689 752 730 334 365 362 913 921 884 441 388 

colonies / plate (724士 32) (354土 17) (906士 19) (409土

Negative control, Dimethyl sulfoxide 

The purity of the test substance was 98.6%. 

This substance contained 0.5% anthraquinone and 0.9% unspecified as impurities. 

AF2, 2-(2-Furyl)-3-(5-nitro-2-furyl)acrylarnide; SA, Sodium皿ide;9AA, 9-Aminoacridine; 2AA, 2-Aminoanthracene 

t, Precipitate was observed on the surface of agar plates. 

NT, Not tested 
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Frameshifl: type 

TA1537 

23 7 13 10 

6) （ 10士 3) 

19 ， 14 8 

3) （ 10士 3) 

21 ， 12 6 

1) （ 9士 3) 

19 8 10 ， 
2) （ 9士 I) 

17 5 6 4 

2) （ 5土 1) 

17 10 ， ， 
5) （ 9土 1) 

30 15 14 14 

3) （ 14士 1) 

47 37 45 

（ 43土 5) 

48 57 51 

（ 52士 5) 

25 36 47 50 

1) （ 44士 7) 

18 53 40 31 

5) （ 41士 11) 

33 20 29 28 

6) （ 26士 5) 

22 25 22 26 

4) （ 24土 2) 

18 18 20 19 

4) （ 19土 1) 

9AA 

80 

481 247 315 332 

33) (298土 45) 

2AA 

2 

399 190 243 188 

28) (207士 31) 
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Figure 1 Dose response curves in mutagenicity test (I) of 2-pentylanthraquinone 
in bacteria 
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Figure 2 Dose response curves in mutagenicity test (II) of 2-pentylanthraquinone 
in bacteria 
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Appendix 1 

被験物質の一般的事項

新規化学物質等の名称 2—ペンチルアントラキノン

(IUPAC命名法による）

別 名 2ーアミルアントラキノン

C A s 番 芍にコ 13936-21-5 

構造式又は示性式

゜（いずれも不明の場合 (CH2)4-CH3 

I ヽ I ヽ
は、その製法の概要） ヽ ／ 

゜
分 子 量 278.35 

試験に供し た新規
98.6% 

化学物質の純度（％）

試験に供し た新規
01-13001-50 

化学物質のロット番号

不純物の名称
アントラキノン： 0.5%、その他： 0.9%

及 び ＾ E 
有 率

蒸 気 圧

対 水 溶 解 度

1ーオクタ）ー）V／水分配係数 Log Pow>3.0 

融 点 64°C（液化点）

沸 点 227℃/667 Pa (5 mmHg) 

常 湿における性状 淡黄色固化固体

安 定 性 被験物質提供者において、実験期間中安定であることが確認された。

溶 媒 溶 解 度 溶 媒 中 の 安 定 性

水 28.0 mg/mLで不溶 調製時に発熱、発泡および変色は認められなかった

溶媒に対する溶解度等 50.0 mg/mLで溶解
DMSO 

280.2 mg/mLで不溶
調製時に発熱、発泡および変色は認められなかった

アセトン 560.6 mg/mLで溶解 調製時に発熱、発泡および変色は認められなかった
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Appendix 2-1 

4食ft)」父糸l't必之

秦野研究部試験部
化学

2 0 0 3年 11月17日

山本化成株式会社
大牟田品質保証課

品 々
n

2-AAQ 

Lot No. 01-13001-50 

告rJ
マ 品 量 (kg) 2

 
検査項目 分 析 値 分 析 法

2ー了ミル了ントうキJ`ノ （％） 98.6 QW-22-02 3. :3 

了ン1ヽうキ）ン （％） 0.5 QW-22-02 3.3 

他ピーク合計＊ （％） 0.9 QW-22-02 3.3 

* 10ピーク以上

備 考 確認印

QZ-12-01 
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Appendix 2-2 

YAMAMOTO CHEMICALS, INC. HEAD OFFICE 
1・43 YUGECHOMINAMI, 

YAO, 

1 GOSEIMACHI, OMUTA, FUKUOKA 836-0891, JAPAN. TEL0944-57-5018 FAX0944-57-2642 
OS瓜 A581 ・0034, JAPAN. 

TEL 0729・49・4561 

布；；ミft}J父；約't.』こ—

食品薬品安全センター 様

ロロロ て々コ 2-AAQ 

Lot No. 01-13001-50 

製品量 (kg) 

検査項目 分析値

2-7ミル了ントうキ）ン （％） 98.6 

7ントラキJン （％） 0.5 

他ピーク合計＊ （％） 0. 9 

* 10ピーク以上

備 考

FAX 0729・49・5479 

2 0 0 5年 3月25日

山 本 化 成 株 式 会 社
大牟田品質保証課

分析法

QW-22-02 3.3 

QW-22-02 3.3 

QW-22-02 3.3 

確認印

経時変化確認のための再検査 ('O午平~／）月チ曰）

QZ-12-01 
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Appendix 3 

試馬灸に二mしヽプニ布食牢叩の生閲幽

塩 基 対 置 換 型 フレームシフト型
菌 株 名

TAlOO TA1535 WP 2 uvrA TA98 TA1537 

用量設定試験 2.84 3.90 3.47 2.85 1.59 
生菌数

本試験 I 2.95 4.55 4.03 2.53 1.54 
(xl09 /mL) 

本試験 II 3.14 4.02 3.91 2.60 1.36 

測 定 方 法 1. 0. D.値よりの換算 ②．段階希釈法
（いずれかを0で囲むこと） 3.その 他 （ ） 
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Appendix 4 

上ヒ 打舌 Jt生

-S9 mix +S9皿ix

菌株名
比活性 計算に用いた用量 比活性 計算に用いた用量
（＊） (μ,g/plate) （＊） (μ,g/plate) 

／ 422.5 78.1 

本 ／ 269.2 156 

ヽ ／ 108.6 313 
I 

／ TA1537 48.0 625 

／ 20.0 1250 

V 7.2 2500 
／＇ 

／ 2.8 5000 

／ 371.3 78.1 

本 ／ 243.6 156 ヽTA1537 
／ II 95.8 313 

／ 43.2 625 

＊ ：誘発復帰変異コロニー数／mg

-22 -



Appendix 5 

言式験に用いた検定菌の復帰変異＝ロニー数の

輝景 デ ー タ （フ゜レインキュベーシ写ン法）

(2002年 4月～2003年 3月）

陰 性 対 照 値 陽性対照値

(-S9 mix) (+ S9 mix) (-S9皿ix) (+ S9 mix) 

TAlOO 137.7 士 20.5* 158.5 士 22.3 532.0 土 80.4 744.2 士 112.8 
(AF2 O.Olμg/7°レート） (2AA 1且g/70レート）

TA1535 12.1 士 3.2 13.0 士 3.1 631. 7 ＋ 72.2 329.1 士 32.1 
(SA 0.5μ,g/7°レート） (2AA 2μg/7°レート）

WP2 uvrA 27.9 士 6.5 33.5 土 6.9 198.1 土 33.3 788.2 士 117.1 
(AF2 O.Olμ,g/7°レート） (2AA 10且g/70レート）

TA98 25.0 ＋ 5.1 35.8 士 6.2 580.0 土 78.0 349.4 士 48.0
(AF2 O. lμg/7°レート） (2AA O. 5 μg/7°レート）

TA1537 9.6 士 2.7 14.2 士 3.0 566.1 土 196.2 247.9 士 34.2
(9AA 80μg/7°レート） (2AA 2μg/7°レート）

＊：平均値の平均値 士 平均値の標準偏差 AF2: 2-(2-Furyl)-3-(5-nitro-2-furyl)acryla皿ide
SA : Sodium azide 
9AA : 9-Aminoacridine 
2AA : 2-Aminoanthracene 
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